
は
じ
め
に

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
死
者
一
万
五
八
八
三
人
、
行
方
不
明
者
二
六
七
六
人
、
震
災
関
連
死

二
六
八
八
人
、
合
計
二
万
一
二
四
七
人
、
建
物
の
全
壊
一
二
万
六
四
五
八
戸
、
半
壊
二
七
万
二
一
九
一
戸
、
一
部
破
壊
七
四
万
一
六

八
四
戸
の
被
害
（
１
）

を
発
生
さ
せ
、
そ
の
被
害
総
額
は
、
内
閣
府
の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、
建
築
物
等
約
一
〇
兆
四
〇
〇
〇
億
円
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
施
設
約
一
兆
三
〇
〇
〇
億
円
、
社
会
基
盤
施
設
約
二
兆
二
〇
〇
〇
億
円
、
農
林
水
産
関
係
約
一
兆
九
〇
〇
〇
億
円
、
そ
の

他
（
文
教
、
保
険
医
療
、
福
祉
関
係
施
設
等
）
約
一
兆
一
〇
〇
〇
億
円
、
総
計
一
六
兆
九
〇
〇
〇
億
円
と
推
計
さ
れ
て
い
る
（
た
だ

し
、
こ
こ
に
は
原
発
関
連
の
被
害
額
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）
（
２
）。

震
災
後
の
復
興
・
復
旧
に
つ
い
て
は
、
今
な
お
二
九
万
八
〇
三
三
名
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
一
方
（
３
）、

復
興
ま
ち
づ
く
り
は
、

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
の
想
定
三
二
八
地
区
の
う
ち
、
工
事
着
工
一
〇
六
地
区
、
土
地
区
画
整
理
事
業
想
定
五
九
地
区
の
う
ち
、

工
事
着
工
三
一
地
区
、
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
想
定
二
万
戸
以
上
の
う
ち
、
工
事
着
工
二
一
五
二
戸
と
な
っ
て
お
り
（
４
）、

再
建
の
遅

れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
５
）。

ま
た
、
放
射
性
物
質
の
除
染
は
、
福
島
県
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
約
六
割
（
福
島
県
外
の
公
園
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
約
八
割
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
住
宅
に
つ
い
て
約
二
割
（
福
島
県
外
約
三
割
）
と
い
う
状
況
（
６
）

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
福
島

原
発
事
故
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
「
収
束
宣
言
」
（
７
）

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
口
が
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
被
災
地
に
お
い
て
は
、
復
興
に
向
け
た
様
々
な
構
想
が
提
示
さ
れ
、
取
組
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
福
島
県

（9）

東
日
本
大
震
災
復
興
に
お
け
る
フ
ァ
ン
ド
の
取
組

松
尾
　
順
介



で
は
、
大
規
模
洋
上
風
力
発
電
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
福
島
沖
）
や
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
事
業
（
会
津
若
松
）
が
始
動
す
る

と
と
も
に
、
各
種
の
太
陽
光
発
電
事
業
も
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
震
災
復
興
に
向
け
た
支
援
機
構
や
フ
ァ
ン
ド
が
設
立
さ
れ
、
金

融
面
か
ら
の
支
援
体
制
の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
機
構
や
フ
ァ
ン
ド
は
、
か
な
り
多
数
設
立
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
現
状
は
必
ず
し
も
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
役
割
も
判
然
と
し
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
震
災
以
降
に
事
業
の
復
旧
・
復
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
各
種
機
構
や
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
、
そ
の

目
的
や
役
割
に
つ
い
て
整
理
し
、
こ
れ
ら
が
復
旧
・
復
興
に
果
た
す
役
割
を
考
察
し
、
復
旧
・
復
興
に
お
け
る
金
融
ス
キ
ー
ム
の
課

題
を
検
討
す
る
。

１
　
政
府
の
取
組

（
１
）
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構

政
府
は
、
震
災
後
の
六
月
一
七
日
「
二
重
債
務
問
題
へ
の
対
応
方
針
」
を
取
り
ま
と
め
た
（
８
）。

そ
れ
に
よ
る
と
、
二
重
債
務
問
題
（
９
）

へ

の
対
応
を
、
中
小
企
業
及
び
農
林
水
産
業
等
向
け
、
個
人
住
宅
ロ
ー
ン
向
け
、
金
融
機
関
向
け
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
債
務
と
新

債
務
に
分
け
て
政
策
的
な
取
組
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
中
小
企
業
及
び
農
林
水
産
業
等
向
け

の
対
応
と
し
て
、
旧
債
務
整
理
プ
ロ
セ
ス
の
拡
充
・
強
化
が
挙
げ
ら
れ
、
具
体
的
に
は
、
①
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
を
核
と
し

た
相
談
窓
口
体
制
の
拡
充
、
②
「
中
小
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
」
の
新
設
に
よ
る
出
資
・
債
権
買
取
な
ど
に
よ
る
支
援
が
提
示
さ
れ
た
。

こ
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
や
民
間
金
融
機
関
が
出
資
す
る
「
中
小
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
」
で
、
新
た
に
岩
手
県
、

宮
城
県
な
ど
の
被
災
県
に
設
立
さ
れ
、
過
剰
債
務
を
抱
え
て
い
る
が
、
事
業
再
生
の
可
能
性
の
あ
る
中
小
企
業
に
対
し
、
出
資
や
債

権
買
取
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
を
含
め
た
支
援
を
実
施
し
て
い
く
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
当
時
の
与
党
・
民
主
党
は
、
現
行
法

（10）



の
も
と
で
新
機
構
を
設
立
す
る
方
針
を
示
し
た
が
、
当
時
の
野
党
（
自
民
、
公
明
等
）
は
、
あ
く
ま
で
も
立
法
措
置
に
よ
る
公
的
機

関
の
新
設
を
主
張
し
た
た
め
、
与
野
党
間
の
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
政
府
は
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
と
金
融
機

関
が
出
資
し
て
、
債
権
買
取
を
行
う
産
業
復
興
機
構
（
後
述
）
を
設
立
す
る
一
方
、
自
民
、
公
明
お
よ
び
た
ち
あ
が
れ
日
本
・
新
党

改
革
は
「
株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
法
案
」
を
発
議
し
、
参
議
院
で
審
議
・
修
正
の
後
、
野
党
の
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
、
衆
議
院
に
送
ら
れ
た
。
衆
議
院
で
は
継
続
審
議
と
な
っ
た
も
の
の
、
民
主
、
自
民
、
公
明
の
間
で
、
い
わ
ゆ
る
「
三

党
合
意
」
（
10
）

が
成
立
し
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
一
日
に
可
決
、
同
二
八
日
に
公
布
さ
れ
た
（
11
）。

同
法
に
基
づ
き
、
二
〇
一
二
年
二
月
二

二
日
に
設
立
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
（
以
下
、
震
災
支
援
機
構
）
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
に
よ
り
、
過
大
な
債
務
を

負
っ
て
い
る
事
業
者
で
あ
っ
て
、
被
災
地
域
で
事
業
の
再
生
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
に
対
し
、
金
融
機
関
等
が
有
す
る
債
権
の
買
取

り
等
を
通
じ
、
債
務
の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、
そ
の
再
生
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
」
で
あ
り
、
そ
の
株
主
は
、

預
金
保
険
機
構
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
資
金
調
達
は
、
金
融
機
関
等
か
ら
の
政
府
保
証
付

き
の
借
入
金
で
あ
り
、
入
札
方
式
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
。

具
体
的
な
支
援
は
、
下
の
図
表
１
―
１
の
ス
キ
ー
ム
の
通
り
、
事
業
者
に
対
し
て
①
事
業
再
生
計
画
づ
く
り
支
援
、
②
旧
債
務
整

理
・
調
整
、
③
事
業
再
生
支
援
を
行
う
。
こ
の
う
ち
旧
債
務
の
整
理
・
調
整
に
つ
い
て
は
、
商
事
債
権
を
除
き
、
金
融
機
関
保
有
債

権
の
買
取
が
中
心
と
な
る
。
な
お
、
買
取
価
格
は
、
支
援
決
定
に
係
る
事
業
再
生
計
画
、
被
災
地
域
の
復
興
の
見
通
し
、
再
生
支
援

開
始
後
の
対
象
事
業
者
の
経
営
状
態
の
見
通
し
、
当
該
債
権
の
担
保
目
的
財
産
の
価
格
の
見
通
し
等
を
検
案
し
た
適
正
な
時
価
を
上

回
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
債
権
買
取
以
外
の
支
援
と
し
て
は
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

当
該
債
権
の
劣
後
化
、
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
資
本
性
借
入
金
へ
の
変
更
で
あ
る
。
な
お
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
案
件
は
な
い
。
ま
た
、
事
業
再

（11）



生
支
援
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
か
ら
新
規
融
資
を
行
う

に
あ
た
り
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
、
震
災
支
援
機
構
が
八

〇
％
を
上
限
と
し
て
保
証
を
行
う
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

件
数
は
少
な
い
が
出
資
を
行
う
場
合
も
あ
る
（
二
〇
一
三

年
八
月
末
現
在
、
四
件
四
〇
億
円
）。

震
災
支
援
機
構
に
よ
る
支
援
件
数
は
、
図
表
１
―
２
に

示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
現
在
、
累
計
の
支
援
決
定
件
数

は
、
二
四
三
件
、
う
ち
岩
手
七
三
件
、
宮
城
一
一
七
件
、

福
島
一
七
件
、
青
森
一
九
件
、
茨
城
五
、
そ
の
他
一
二
件

で
あ
り
、
買
取
対
象
債
権
の
元
本
総
額
は
四
四
〇
億
円
と

な
っ
て
い
る
。

（
２
）
産
業
復
興
機
構

前
述
の
政
府
方
針
「
二
重
債
務
問
題
へ
の
対
応
方
針
」

に
基
づ
き
、
地
元
金
融
機
関
・
県
・
経
済
産
業
省
所
管
の

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
被
災
各
県
に
産
業
復
興
機
構

を
設
立
し
た
（
12
）。

同
機
構
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
一
日

に
岩
手
県
で
第
一
号
が
設
立
さ
れ
た
後
、
茨
城
、
宮
城
、

（12）

図表１－１　東日本大震災事業者再生支援機構の支援の手法

事業者

金融機関等
政府金融機関
リース業者
信用保証協会含む

関係機関等
国、地方公共団体
産業復興相談センター
含む

新債務 被災地域において

事業再生旧債務

追加
融資

再生支援の申込み

◆東日本大震災事業者再生支援機構

旧債務の整理 事業再生支援

再生支援の申込み

・事業再生計画書
・金融機関等の追加融資等の
　対応を約束した書面

・債権の買取り等
・支払猶予・利子の減免
・債務の株式化（DES）
・劣後債権化（DDS）
・債務免除

・つなぎ融資等
・出資
・債務の保証
・専門家の派遣・助言

旧債務の整理 事業再生支援

ご相談

（出所）株式会社東日本大震災事業者再生支援機構HP、http://www.shien-kiko.co.jp/pdf/20130419 
shien-kiko_description.pdf



福
島
、
千
葉
の
各
県
に
設
立
さ
れ
た
（
図
表
１
―
３
参
照
）。
こ
れ
ら
各
県
の
産
業
復
興
機
構
は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
出

資
を
八
割
と
し
、
地
元
金
融
機
関
や
自
治
体
等
の
出
資
を
二
割
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
復
興
機
構
の
目
的
は
、
各
県
内
の
事
業
者

が
被
災
前
か
ら
負
っ
て
い
た
債
権
を
買
い
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
務
内
容
の
改
善
を
図
り
、
金
融
機
関
か
ら
の
新
た
な
資
金
調
達
を

支
援
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

案
件
の
流
れ
は
、
被
災
企
業
が
各
県
に
設
置
さ
れ
た
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
産
業
復
興
相
談

セ
ン
タ
ー
が
債
権
買
取
を
支
援
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
債
権
買
取
支
援
業
務
部
門
が
金
融

機
関
と
調
整
を
行
っ
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
事
業
計
画
作
成
の
支
援
を
行
い
、
買
取
価
格
を
試
算
し
た
上
で
、
同
機
構
に
対
し
て

（13）

（
出
所
）
東
日
本
大
震
災
事
業
者
支
援
機
構
「
活
動
状
況
報
告
」
を
も
と
に
集
計
。

http://w
w

w
.shien-kiko.co.jp/publications.htm

l

図
表
１
－
２
　
東
日
本
大
震
災
事
業
者
支
援
機
構
の
活
動
状
況

2013年８月末
1,423

相談受付・作業状況

相
談
・
依
頼

受付件数

2012年６月21日
381

2012年９月末
646

2012年12月末
873

2013年３月末
1,087

2013年６月末
1,306

支
援
後
予
定

雇用者数1,250
1,800
2,600
4,100n.a

支援手法分類
債権買取価格

債務免除
出資

①
制
度
に
関

す
る
質
問
等

で
説
明
や
助

言
等
で
終
了

し
て
い
る
も

の

②
支
援
に
関

す
る
相
談
に

入
っ
て
い
る

が
待
機
中
の

もの

③
事
業
者
や

金
融
機
関
と

具
体
的
な
協

議
を
行
っ
て

いるもの

④
支
援
決
定

に
向
け
た
最

終
調
整
を
行

っ
て
い
る
も

の

⑤
支
援
決
定

を
行
っ
た
も

の

⑤
の
う
ち
買

取
決
定
を
行

ったもの
債権買取

債権
劣後化
(DDS)

債権放棄
一部債
務免除

保証
出資

対象額
（億円）

1億円
未満
（件）

1億円
以上

10億円
未満
（件）

10億円
以上
（件）

総額
（億円）

金　額
（
予
定
額
を

含む）

135
115

101
26

230
213

75
91

37
10

35
20

13
n.a.

8
1

136
23

11
1

324
284

52
109

104
51

100
n.a.

n.a
47

15
2

206
79

20
1

64
40

440
269

75
136

167
108

160
n.a.

n.a
77

30
4

283
130

29
1

87
40

532
268

114
179

213
184

199
n.a.

n.a
95

47
4

355
160

38
1

110
40

581
251

127
221

243
211

n.a
n.a

n.a
n.a

n.a
n.a

440
n.a

n.a
n.a

148
40



（14）

県
名

組
合
名

無
限
責
任

組
合
員

投
資
期
間

岩
手
産
業
復
興
機

構
投
資
事
業
有
限

責
任
組
合

（
通
称
：
岩
手
産

業
復
興
機
構
）

設
立
時

100.1億
円

（
進
捗
に
応

じ
て
当
面

500億
円
程

度
を
想
定
）

東
北
み
ら
い

キ
ャ
ピ
タ
ル

株
式
会
社

12年
（
組
合
員
の

同
意
に
よ

り
３
年
延

長
可
能
）

投

２
年
２
カ

月（組
合
員
の

同
意
に
よ

り
１
年
延

長
可
能
）

1
岩
手
銀
行
、

1
東

北
銀
行
、

1
北
日
本

銀
行
、
宮
古
信
用
金

庫
、
岩
手
県
が
出
資

す
る
任
意
組
合

茨
城

茨
城
県
産
業
復
興

機
構
投
資
事
業
有

限
責
任
組
合

（
通
称
：
茨
城
産

業
復
興
機
構
）

設
立
時

50億
円

（
進
捗
に
応

じ
て
当
面

100億
円
程

度
を
想
定
）

い
ば
ら
き
ク

リ
エ
イ
ト
株

式
会
社

12年
（
組
合
員
の

同
意
に
よ

り
３
年
延

長
可
能
）

投

２
年

（
組
合
員
の

同
意
に
よ

り
延
長
可

能
）

1
常
陽
銀
行
、

1
筑

波
銀
行
、
水
戸
信
用

金
庫
、
結
城
信
用
金

庫
、
茨
城
県
信
用
組

合
が
出
資
す
る
匿
名

組
合

宮
城

宮
城
産
業
復
興
機

構
投
資
事
業
有
限

責
任
組
合

（
通
称
：
宮
城
産

業
復
興
機
構
）

設
立
時

100.1億
円

東
北
み
ら
い

キ
ャ
ピ
タ
ル

株
式
会
社

12年
（
組
合
員
の

同
意
に
よ

り
３
年
延

長
可
能
）

投

２
年

（
組
合
員
の

同
意
に
よ

り
１
年
延

長
可
能
）

福
島

福
島
産
業
復
興
機

構
投
資
事
業
有
限

責
任
組
合

（
通
称
：
福
島
産

業
復
興
機
構
）

設
立
時

100億
円

福
島
リ
カ
バ

リ
株
式
会
社

12年
（
組
合
員
の

同
意
に
よ

り
３
年
延

長
可
能
）

投

３
年

（
組
合
員
の

同
意
に
よ

り
１
年
延

長
可
能
）

千
葉

千
葉
産
業
復
興
機

構
投
資
事
業
有
限

責
任
組
合

（
通
称
：
千
葉
産

業
復
興
機
構
）

20.1億
円

株
式
会
社
千

葉
リ
バ
イ
タ

ル
（
注
）

12年
（
組
合
員
の

同
意
に
よ

り
３
年
延

長
可
能
）

投

２
年

（
組
合
員
の

同
意
に
よ

り
１
年
延

長
可
能
）

株
式
会
社
千
葉
リ
バ

イ
タ
ル
（
株
式
会
社

リ
サ
・
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
100％

子
会
社
）

出
資
約
束

金
額

設
立

存
続
期
間

注

岩
手

2011年
11月

11日

2011年
11月

30日

2011年
12月

27日

2011年
12月

28日

2012年
３
月

28日

有
限
責
任
組
合
員

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

80億
円

岩
手
中
小
事
業
者
支
援
投
資
事
業
組
合

20.1億
円
（
注
）

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

40 億
円

茨
城
県
５
千
万
円

い
ば
ら
き
ク
リ
エ
イ
ト
株
式
会
社
１
千
万
円

い
ば
ら
き
エ
ク
イ
テ
ィ
有
限
会
社
９
億
４
千
万
円
（
注
）

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

80億
円

宮
城
県
５
億
円

県
内
金
融
機
関
合
計

15.1億
円

（
出
資
金
融
機
関
：
七
十
七
銀
行
、
仙
台
銀
行
、
杜
の
都
信

用
金
庫
、
仙
南
信
用
金
庫
、
宮
城
第
一
信
用
金
庫
、
石
巻
信

用
金
庫
、
気
仙
沼
信
用
金
庫
、
石
巻
商
工
信
用
組
合
、
古
川

信
用
組
合
、
仙
北
信
用
組
合
）

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

8,000百
万
円

福
島
県

500百
万
円

県
内
金
融
機
関
合
計

1,490百
万
円

（
出
資
金
融
機
関
：
東
邦
銀
行
、
福
島
銀
行
、
大
東
銀
行
、

福
島
信
用
金
庫
、
二
本
松
信
用
金
庫
、
郡
山
信
用
金
庫
、
須

賀
川
信
用
金
庫
、
白
河
信
用
金
庫
、
会
津
信
用
金
庫
、
ひ
ま

わ
り
信
用
金
庫
、
あ
ぶ
く
ま
信
用
金
庫
、
会
津
商
工
信
用
組

合
、
福
島
縣
商
工
信
用
組
合
、
い
わ
き
信
用
組
合
、
相
双
信

用
組
合
）

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

1,600百
万
円

千
葉
県

38百
万
円

県
内
金
融
機
関
合
計

362百
万
円

（
出
資
金
融
機
関
：

1
千
葉
銀
行
、

1
千
葉
興
業
銀
行
、

1

京
葉
銀
行
、
千
葉
信
用
金
庫
、
銚
子
信
用
金
庫
、
東
京
ベ
イ

信
用
金
庫
、
館
山
信
用
金
庫
、
佐
原
信
用
金
庫
、
房
総
信
用

組
合
、
銚
子
商
工
信
用
組
合
、
君
津
信
用
組
合
）

図
表
１
－
３
　
各
県
の
産
業
復
興
機
構

（
資
料
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

H
Pの
各
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
る
。



債
権
買
取
の
要
請
を
行
う
。
こ
れ
を
受
け
て
同
機
構
は
、
当
該
事

業
者
の
事
業
計
画
や
買
取
価
格
等
の
妥
当
性
を
判
断
し
、
買
取
の

決
定
を
行
う
（
図
表
１
―
４
参
照
）。
買
取
価
格
は
、
原
則
と
し

て
震
災
前
過
去
三
期
分
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
基
づ
い
た
事
業

計
画
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
。
買
取
後
の
事
業
者
に
対
す
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
は
、
フ
ァ
ン
ド
の
無
限
責
任
組
合
員
と
金
融
機
関
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
。

な
お
、
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
同
機
構
の
現
状
は
、

図
表
１
―
５
の
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
震
災
後
の
政
府
の
取
組
と
し
て
、

震
災
支
援
機
構
と
産
業
復
興
機
構
が
設
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
す
み

分
け
に
つ
い
て
は
、
先
の
「
三
党
合
意
」
に
基
づ
き
、
東
日
本
大

震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
に
お
い

て
、
①
各
県
の
産
業
復
興
機
構
は
各
県
が
実
情
に
応
じ
て
支
援
対

象
を
決
め
て
お
り
、
そ
の
整
理
を
尊
重
す
る
、
②
震
災
支
援
機
構

の
債
権
（
リ
ー
ス
債
権
及
び
信
用
保
証
協
会
等
の
求
償
債
権
を
含

む
）
の
買
取
業
務
の
対
象
は
、
各
県
の
産
業
復
興
機
構
に
よ
る
支

援
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
と
す
る
、
③
小
規
模
事
業

（15）

図表１－４　産業復興相談センターと産業復興機構の支援の手法（福島の事例）

福
島
産
業
復
興
機
構

中
小
・
小
規
模
企
業

福
島
県
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

相  

談  

窓  

口  

支  

援  

チ  

ー  

ム

福島県産業復興相談センター

債権買取
支援チーム

再生計画
策定支援チーム

通常の
再生支援

相談

復興相談
センター
地域
事務所

【設置】

商工会議所
・商工会等

相談

助言・支援

取次・紹介

定期巡回相談実施

連携

連携強化

商工会連合会・中小企業団体中央会・
県内商工会議所・商工会

買取要請

（出所）中小企業庁「福島県産業復興相談センターの概要」
http://www.chusho.meti.go.jp/kinyu/2011/download/111124FukushimaFukkou-0.pdf



者
、
農
林
水
産
事
業
者
、
医
療
福
祉
事
業
者
等
を
重
点
的
に
対
象
と
す
る
、
④
各
県
の
産
業
復
興
機
構
と
相
互
補
完
し
つ
つ
、
支
援

の
拡
充
を
図
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
経
営
相
談
や
融
資
の
相
談
な
ど
、
各
種
の
相
談
に
応
じ
て
お
り
、
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談
案
件
の

う
ち
、
債
権
買
取
の
対
応
が
必
要
な
案
件
で
あ
っ
て
、
審
査
の
過
程
で
産
業
復
興
機
構
で
の
対
応
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

事
業
者
の
了
解
を
得
た
上
で
、
震
災
支
援
機
構
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
引
継
ぎ
に
は
時
間
が
か
か
り
、
連
携
に

は
難
し
い
面
が
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
13
）

が
、
現
場
の
担
当
者
は
で
き
る
だ
け
早
期
に
引
継
ぎ
が
な
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

２
　
自
治
体
の
取
組

被
災
自
治
体
の
フ
ァ
ン
ド
関
係
の
取
組
と
し
て
は
、
例
え
ば
福
島
県
の
場
合
、
ふ
く
し
ま
産
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
、
ふ
く
し
ま
農
商

（16）

図
表
１
－
５
　
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
産
業
復
興
機
構
の
活
動
状
況

（
出
所
）
中
小
企
業
庁
「
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談
受
付
状
況
」
よ
り
作
成
。

http://w
w

w
.chusho.m

eti.go.jp/kinyu/shikinguri/earthquake2011/soudan/
2013年

８
月

30日
9

相
談
受
付

案
件
数

7
2,419

2,207
1,650

165
28

う
ち
対
応

終
了

助
言
・
説

明
等
で

終
了

震
災
支
援

機
構
へ

引
継

通
常
の
再

生
支
援
へ

移
行

茨
城

千
葉

2012年
９
月

28日
1,488

1,199
908

114
34

1
1

2012年
12月

21日
1,768

1,470
1,105

135
49

2
1

2013年
３
月

29日
2,043

1,773
1,332

143
19

4
3

2013年
６
月

28日
2,290

2,064
1,560

156
26

8
6

債
権
買
取

決
定
件
数

金
融
機
関
等

に
よ
る
金
融

支
援
の
合
意

岩
手

宮
城

福
島

143
48

25
18

3
181

67
32

24
8

279
105

50 
38

10
322

137
63

44
16

364
163

71
56

20

う
ち
対
応

中
の
も
の

窓
口
相
談

継
続
中

買
取
に
向

け
検
討
中

う
ち
買
取

決
定48

289
205

84
67

298
185

113
105

270
142

128
137

226
110

116
163

212
109

103



工
連
携
フ
ァ
ン
ド
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
大
震
災
以
前
か
ら
の
取
組
で
あ
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ン
ド
と
い
う
も
の
の
助
成
事

業
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
ふ
く
し
ま
産
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
は
、
基
金
総
額
最
大
五
〇
億
円
で
、
基
金
の
管
理
運
営
者
は
、
財
団
法
人

福
島
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
同
セ
ン
タ
ー
が
基
金
を
長
期
国
債
や
地
方
債
で
運
用
（
期
間
一
〇
年
、
想
定
利
率
一
・
四
％

程
度
）
し
、
そ
の
運
用
益
七
〇
〇
〇
万
円
程
度
（
想
定
）
か
ら
助
成
対
象
事
業
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
す
る
。
こ
の
基
金
の
原
資

は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
か
ら
の
貸
付
四
〇
億
円
（
無
利
子
）、
県
負
担
分
一
〇
〇
〇
万
円
、
福
島
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
九

億
九
〇
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
助
成
対
象
は
、
有
識
者
、
金
融
機
関
、
中
小
機
構
、
県
等
で
構
成
す
る
「
審
査
委
員
会
」
に
お
い
て
選

定
さ
れ
、
他
の
支
援
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、
初
期
の
相
談
か
ら
助
成
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
た
支
援
を
行

う
。
助
成
限
度
額
は
一
〇
〇
〇
万
円
以
内
、
助
成
対
象
事
業
は
、
製
造
業
集
積
活
用
型
事
業
、
地
域
資
源
活
用
型
事
業
、
中
小
企
業

育
成
支
援
事
業
で
あ
る
（
14
）。

ま
た
、
ふ
く
し
ま
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン
ド
も
同
様
に
助
成
金
事
業
で
あ
り
、
二
五
億
円
の
基
金
の
原
資
は
、

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
貸
付
二
〇
億
円
（
無
利
子
）、
県
負
担
分
一
〇
〇
〇
万
円
、
金
融
機
関
等
の
貸
付
四
億
九
〇
〇
〇
万
円

で
あ
り
、
助
成
限
度
額
は
三
〇
〇
万
円
以
内
、
助
成
対
象
事
業
は
、
農
商
工
連
携
創
出
事
業
お
よ
び
農
商
工
連
携
支
援
機
関
に
よ
る

支
援
事
業
で
あ
る
（
15
）。

し
た
が
っ
て
、
資
金
を
投
融
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
自
治
体
主
導
に

よ
る
震
災
復
興
関
連
の
フ
ァ
ン
ド
組
成
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。

３
　
官
民
に
よ
る
取
組

官
民
連
携
に
よ
る
取
組
と
し
て
は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
と
民
間
金
融
機
関
や
投
資
フ
ァ
ン
ド
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
挙

げ
ら
れ
る
。

（17）



（
１
）
う
つ
く
し
ま
未
来
フ
ァ
ン
ド

う
つ
く
し
ま
未
来
フ
ァ
ン
ド
は
、
二
〇
一
〇
年
五
月
二
四
日
、

中
小
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
福
島
県
に
設
立
さ
れ
た
（
16
）。

同
フ

ァ
ン
ド
の
出
資
は
、
総
額
三
〇
億
円
で
あ
り
、
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
（
一
五
億
円
）、
東
邦
銀
行
（
約
九
億
円
）、
福
島
銀
行

（
二
億
円
）
な
ど
福
島
県
下
の
一
〇
金
融
機
関
及
び
福
島
県
信
用

保
証
協
会
で
あ
る
。
そ
の
運
営
は
、
あ
お
ぞ
ら
銀
行
グ
ル
ー
プ
傘

下
の
福
島
リ
カ
バ
リ
株
式
会
社
で
あ
る
。
投
資
手
法
は
、
債
権
買

取
、
出
資
等
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
の
債
務
を
軽
減
し
、

再
生
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
支
援
対
象
の
企
業
は
、
二
〇
社
程
度

を
予
定
し
て
お
り
、
福
島
県
の
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
で
再

生
計
画
策
定
支
援
を
受
け
た
社
な
ど
、
雇
用
の
維
持
に
寄
与
す
る

中
小
企
業
を
対
象
と
す
る
。
出
資
期
間
は
七
年
で
あ
る
（
た
だ
し
、

三
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
延
長
す
る
こ
と
も
あ
る
）
（
17
）。

フ
ァ
ン
ド

の
ス
キ
ー
ム
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
投
融
資
・
買
取
実
績
は
、
五
件
九
億
五

七
〇
〇
万
円
（
二
〇
一
二
年
六
月
二
五
日
現
在
）
で
あ
り
、
こ
こ

に
は
震
災
に
よ
る
被
災
企
業
も
含
ま
れ
て
い
る
（
18
）。

（18）

図表３－１　うつくしま未来ファンドのスキーム

（出所）あおぞら銀行「東北地域初の中小企業再生官民ファンド「うつくしま未来ファンド」の組成
について」、2010年５月24日、http://www.aozorabank.co.jp/about/newsrelease/2010/
article/10052401_n.html

LP：有限責任組合員

うつくしま未来ファンド
投資事業有限責任組合

GP：無限責任組合員
福島リカバリ!

（あおぞら銀行グループ100％子会社）

中小機構

地方銀行

信用金庫

中小企業再生支援協議会

金融機関

相談

再生支援
出資、業務執行

出資

管理報酬、
成功報酬、分配

案件紹介

協力・連携

中小企業

中小企業

信用組合

保証協会

分配

投資

（金銭債権、株式取得等）

債権回収、投資有価証券売却収入

再生・成長

リファイナンス
M＆A、IPO当



（
２
）
東
日
本
大
震
災
中
小
企
業
復
興
支
援
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合

東
日
本
大
震
災
中
小
企
業
復
興
支
援
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
三
一
日
に
設
立
さ
れ
た
。
フ
ァ
ン
ド
の
目

的
は
、
被
災
地
域
の
未
上
場
企
業
に
対
す
る
機
動
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
（
エ
ク
イ
テ
ィ
投
資
）
を
通
じ
て
、
被
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
、
新
事
業
展
開
、
転
業
、
事
業
の
再
編
、
承
継
等
、
又
は
起
業
に
よ
っ
て
新
た
な
成
長
・
発
展
を
目
指
す
企
業
を
積
極
的

に
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
早
期
の
被
災
地
域
の
復
興
と
持
続
的
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
う
つ
く
し
ま
未
来

フ
ァ
ン
ド
が
中
小
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
フ
ァ
ン
ド
は
中
小
企
業
成
長
フ
ァ
ン
ド
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

当
初
の
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
額
は
、
設
立
時
七
〇
億
円
で
あ
り
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
（
三
五
億
円
）
の
ほ
か
、
七
十
七
銀
行
、

岩
手
銀
行
が
有
限
責
任
組
合
員
と
し
て
出
資
し
た
が
、
そ
の
後
東
邦
銀
行
な
ど
も
出
資
し
、
現
在
総
額
八
八
億
円
（
中
小
機
構
は
四

四
億
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ァ
ン
ド
の
運
営
は
、
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
の
大
和
企
業
投
資
株
式
会
社
で
あ
る
。
投
資
対
象
は
、
東

北
六
県
と
茨
城
県
に
本
店
又
は
主
要
な
事
業
拠
点
を
置
き
（
ま
た
は
主
要
な
事
業
拠
点
を
置
く
計
画
が
あ
り
）、
当
該
地
域
で
の
雇

用
維
持
・
拡
大
・
創
出
が
見
込
ま
れ
る
未
上
場
企
業
で
あ
る
。
組
合
期
間
は
一
二
年
で
あ
る
（
必
要
が
あ
れ
ば
最
長
三
年
以
内
の
延

長
を
行
う
こ
と
も
あ
る
）
（
19
）。

フ
ァ
ン
ド
の
ス
キ
ー
ム
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
案
件
と
し
て
、
マ
ル
ヤ
五
洋
水
産
（
本
社
、
宮
城
県
本
吉
郡
南
三
陸
町
）
に
対
す
る
転
換
社
債
型
新
株
予

約
権
付
社
債
（
劣
後
特
約
付
）
お
よ
び
種
類
株
式
（
優
先
株
式
）
に
よ
る
投
資
お
よ
び
富
士
工
業
（
本
社
、
岩
手
県
下
閉
伊
郡
）
に

対
す
る
転
換
社
債
型
新
株
予
約
権
付
社
債
に
よ
る
投
資
が
公
表
さ
れ
て
い
る
（
20
）。

（
３
）
ふ
く
し
ま
地
域
産
業
六
次
化
復
興
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合

ふ
く
し
ま
地
域
産
業
六
次
化
復
興
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
（
ふ
く
し
ま
地
域
産
業
六
次
化
復
興
フ
ァ
ン
ド
）
は
、
福
島
県
の
農

（19）



林
水
産
業
の
復
興
を
目
指
し
、
農
林
漁
業
者
の
所
得
の
向
上
と
地
域
産
業

と
し
て
の
雇
用
創
出
に
寄
与
す
る
事
業
を
育
成
す
る
地
域
産
業
六
次
化
を

推
進
す
る
た
め
、
県
、
地
域
金
融
機
関
等
が
連
携
協
力
の
も
と
、
二
〇
一

三
年
四
月
三
〇
日
に
設
立
さ
れ
た
。
フ
ァ
ン
ド
の
資
金
規
模
は
、
二
〇
億

円
、
出
資
者
は
福
島
県
二
億
円
の
ほ
か
、
東
邦
銀
行
四
億
円
、
み
ず
ほ
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
二
・
五
億
円
、
大
東
銀
行
〇
・
五
億
円
、
福
島
銀
行

〇
・
五
億
円
、
福
島
信
用
金
庫
〇
・
一
億
円
、
い
わ
き
信
用
組
合
〇
・
一

億
円
、
相
双
信
用
組
合
〇
・
一
億
円
、
福
島
リ
カ
バ
リ
〇
・
二
億
円
が
出

資
し
た
。
フ
ァ
ン
ド
の
運
営
者
は
、
あ
お
ぞ
ら
銀
行
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
福

島
リ
カ
バ
リ
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ァ
ン
ド
は
、
新
た
に
創
業
す
る
六
次
産

業
化
事
業
体
（
合
弁
事
業
体
）
の
資
本
金
と
し
て
出
資
し
、
福
島
の
復
興

を
牽
引
す
る
将
来
性
の
あ
る
事
業
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。
フ
ァ
ン
ド
の

存
続
期
間
は
一
五
年
間
で
あ
る
（
21
）。

同
フ
ァ
ン
ド
の
ス
キ
ー
ム
は
、
図
表
３

―
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
投
資
対
象
と
し
て
の
要
件
は
、
①
農
林
漁
業
者
と
二
次
・
三
次

産
業
の
事
業
者
（
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
）
が
六
次
産
業
化
事
業
に
取
り
組
み
、

共
同
で
出
資
さ
れ
た
事
業
者
で
あ
る
こ
と
、
②
農
林
漁
業
者
の
主
体
性
が

確
保
さ
れ
て
い
る
（
農
林
漁
業
者
の
議
決
権
が
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
出
資
分

（20）

図表３－２　東日本大震災中小企業復興支援投資事業有限責任組合のスキーム

東邦銀行
（有限責任組合員）

出資

出資

東日本大震災中小企復興支援投資事業有限責任組合
（通称「復興ファンド」）

独立行政法人
中小企業基盤整備機構
（有限責任組合員）

大和企業投資
（運営会社・
無限責任組合員）

青森銀行、岩手銀行、
七十七銀行、他
（有限責任組合員）

エクイティ投資

ベンチャー
企業 中小企業 中堅企業

東日本大震災中小企業復興支援投資事業有限責任組合
（通称「復興ファンド」）業務執行

（出所）東邦銀行「東日本大震災中小企業復興支援ファンドへの出資について」2012年６月29日、
http://www.tohobank.co.jp/release/date/24-0629-2.html



を
超
え
て
い
る
）
事
業
者
で
あ
る
こ
と
、
③
「
六
次
産
業
化
・

地
産
地
消
法
」
の
計
画
認
定
の
取
得
を
し
て
い
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
同
フ
ァ
ン
ド
が
五
〇
％
を
上
限
と
し
て
出
資
す
る
が
、

農
林
漁
業
者
の
出
資
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
出
資
を
上
回
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
農
林
漁
業
者
の
出
資
は
二

五
％
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
程
度
大
規

模
な
農
林
漁
業
者
が
対
象
と
な
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
22
）。

４
　
民
間
の
取
組

民
間
の
取
組
と
し
て
は
、
銀
行
等
の
金
融
機
関
、
証
券
会
社
、

フ
ァ
ン
ド
運
営
会
社
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
フ
ァ
ン
ド
関
連
の
取
組
に
つ
い
て
取
り
上
げ

る
。

（
１
）
大
手
銀
行
の
取
組

ま
ず
、
大
手
銀
行
の
取
組
と
し
て
、「
ふ
く
し
ま
成
長
産
業

育
成
フ
ァ
ン
ド
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
フ
ァ
ン
ド
は
、
福
島
県

へ
の
中
小
企
業
の
誘
致
な
ら
び
に
育
成
に
特
化
し
た
目
的
を
有

（21）

図表３－３　ふくしま地域産業６次化復興投資事業有限責任組合のスキーム

（出所）福島県「ふくしま地域産業６次化復興ファンドに関する説明会の開催について」2013年５月
10日、http://www.6jika.com/news/n2/1867.html、参照。

地域産業6次化
復興ファンド
2,000,000千円
（Ｈ25.4月設立）

運用期間　15年

※（株）福島リカバリ

福島県
200,000千円

6次産業化
パートナー
企業

（株）農林漁業成長
産業化支援機構
1,000,000千円

県内金融機関等
800,000千円

六

次

化

新

事

業

体

出資

農
林
漁
業
者

（
主
た
る
経
営
者
）

資本金の
1／2以内

農林水産物等

技術、販路
ノウハウ

東邦銀行、
みずほコーポレート銀行
大東銀行、福島銀行
福島信用金庫、いわき信用組合
相双信用組合、福島リカバリ

出資

出資



し
、
新
た
に
事
業
所
を
設
置
す
る
企
業
な
ど
に
対
す
る
成
長
資
金
の
供
給
（
エ

ク
イ
テ
ィ
投
資
）
を
行
う
目
的
で
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
三
日
に
設
立
さ
れ
た
。

総
額
は
、
一
〇
億
六
〇
〇
〇
万
円
で
、
新
生
銀
行
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ほ
か
と
と
も
に
有
限
責
任
組
合
員
と
し
て
出
資
し
て
い
る
。
ま
た
、

フ
ァ
ン
ド
の
運
営
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ボ
傘
下
の
ス
カ
イ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
新
生
銀
行
は
同
フ
ァ
ン
ド
へ
の
投
資
に
加
え
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
ラ
ボ
グ
ル
ー
プ
と
の
協
働
に
よ
る
対
象
企
業
な
ど
へ
の
資
金
提
供
に
と
ど

ま
ら
な
い
実
践
的
な
支
援
（
ハ
ン
ズ
オ
ン
な
ど
）
を
通
じ
て
、
県
内
産
業
の
育

成
と
雇
用
の
促
進
を
目
指
し
、
同
県
の
早
期
復
興
お
よ
び
経
済
発
展
を
支
援
す

る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
主
な
投
資
対
象
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
、
医
療
分
野
で
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
注
力
す
る
方
針
で
あ
る
福
島
県

の
復
興
・
産
業
政
策
と
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
も
目
指
す
と
い
う
（
23
）。

フ
ァ
ン
ド
の
ス

キ
ー
ム
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
フ
ァ
ン
ド
は
、
第
一
号
の
投
資
案
件
と
し
て
、
筑
波
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
、C

Y
B

E
R

D
Y

N
E

株
式
会
社
の
株
式
の
取
得
を
二
〇
一
二
年
一
一
月

一
五
日
に
実
施
し
た
（
24
）。

今
後
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
医
療
分
野
へ
の
投

資
に
注
力
し
、
地
域
の
面
的
再
生
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

（22）

図表４－１　ふくしま成長産業育成ファンドのスキーム

新生銀行

ふくしま成長産業育成ファンド

福島県内の中堅・中小企業・福島県で新たに事業所を設置する企業など

NECキャピタル
ソリューション

GP出資

LP出資

ほか

【ファンドの運営会社】
　スカイスターファイナンス（ベンチャーラボグループ）

（出所）新生銀行「『ふくしま成長産業育成ファンド』への投資について」2012年10月12日、http://
www.shinseibank.com/investors/common/news/pdf/pdf2012/121012fukushima_fund_j.pdf#
search='%E3%81%B5%E3%81%8F%E3%81%97%E3%81%BE%E6%88%90%E9%95%B7%E7%
94%A3%E6%A5%AD%E8%82%B2%E6%88%90%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%B3%E3%
83%89+%E6%96%B0%E7%94%9F%E9%8A%80%E8%A1%8C'



（
２
）
大
手
証
券
の
取
組

大
手
証
券
グ
ル
ー
プ
は
、
震
災
後
復
興
支
援
を
目
的
と
す
る
フ
ァ
ン
ド
組
成
を
行
っ
て
い
る
。

野
村
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
八
日
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
債
券
フ
ァ
ン
ド
」
の
設
定
を
発
表
し
、

五
月
一
七
日
五
一
八
億
二
一
七
七
万
円
で
信
託
設
定
し
た
。
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
政

府
機
関
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
企
業
の
発
行
す
る
債
券
を
含
む
国
内
債
券
お
よ
び
国
債
に
投
資
す
る
も
の
で
、
受
け
取
っ
た
信
託

報
酬
の
一
部
（
フ
ァ
ン
ド
の
日
々
の
純
資
産
総
額
に
対
し
年
率
〇
・
二
％
程
度
）
を
震
災
の
復
興
支
援
目
的
に
寄
付
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
（
25
）。

な
お
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
マ
ザ
ー
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
信
託
財
産
総
額
（
評
価
額
）
は
約
三
一
三
億
円
、
組
入
比
率
は
、
国
債

一
・
二
％
、
地
方
債
一
五
・
二
％
、
特
殊
債
一
九
・
七
％
、
普
通
社
債
六
三
・
二
％
で
あ
り
、
主
な
公
社
債
の
組
入
銘
柄
は
、
地
方

債
一
四
銘
柄
の
う
ち
、
宮
城
県
一
九
・
八
億
円
（
五
銘
柄
）、
福
島
県
一
八
・
一
億
円
（
三
銘
柄
）、
特
殊
債
九
銘
柄
（
六
発
行
体
）

の
う
ち
東
日
本
高
速
道
路
一
八
・
〇
億
円
（
四
銘
柄
）、
政
策
投
資
銀
行
七
・
四
億
円
（
一
銘
柄
）、
住
宅
金
融
支
援
機
構
三
・
二
億

円
（
一
銘
柄
）、
普
通
社
債
六
三
銘
柄
（
三
九
発
行
体
）
の
う
ち
東
北
電
力
一
七
・
九
億
円
（
六
銘
柄
）、
ト
ヨ
タ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
一

四
・
八
億
円
（
二
銘
柄
）、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
一
五
・
五
億
円
（
三
銘
柄
）、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
一
二
・
五
億
円
（
三
銘
柄
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
26
）。

他
方
、
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
は
、
前
述
の
東
日
本
大
震
災
中
小
企
業
復
興
支
援
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
の
運
用
を
同
グ
ル
ー
プ

傘
下
の
大
和
企
業
投
資
が
担
当
し
て
い
る
以
外
に
、
二
〇
一
一
年
四
月
二
二
日
「
ダ
イ
ワ
・
ニ
ッ
ポ
ン
応
援
フ
ァ
ン
ドV

ol.3

―
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
―
」
の
信
託
報
酬
の
一
部
（
販
売
会
社
の
代
理
事
務
手
数
料
率
〇
・
七
二
％
の
半
分
の
〇
・
三
六
％
）
を
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
に
寄
付
す
る
取
組
を
発
表
し
た
。
た
だ
し
、
フ
ァ
ン
ド
の
組
入
銘
柄
は
、
復
興
支
援
関
連
を
対
象
と
す
る
も
の

で
は
な
く
、
成
長
を
目
指
せ
る
企
業
と
な
っ
て
い
る
（
27
）。

ま
た
、
日
興
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
一
四
日
、
同
社
が
運
用
す
る
投
資
信
託
「
ふ
る
さ
と
紀
行
二
〇
二

（23）



〇
（
正
式
名
称：

日
本
公
共
債
フ
ァ
ン
ド
二
〇
二
〇
）」
か
ら
同
社
が
受
け
と
る
委
託
者
報
酬
の
す
べ
て
と
、
一
部
の
日
本
株
投
信
の

委
託
者
報
酬
の
五
〇
％
に
相
当
す
る
額
を
支
援
金
と
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
と
発
表
し
た
（
28
）。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
必

ず
し
も
復
興
支
援
関
連
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
３
）
地
方
銀
行
の
取
組

地
方
銀
行
の
取
組
と
し
て
は
、
東
邦
銀
行
が
日
本
政
策
投
資
銀
行
と
共
同
出
資
し
た
「
ふ
く
し
ま
応
援
フ
ァ
ン
ド
投
資
事
業
有
限

責
任
組
合
」（
以
下
「
ふ
く
し
ま
応
援
フ
ァ
ン
ド
」）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
フ
ァ
ン
ド
は
、
東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
等
に
よ
り
直

接
又
は
間
接
的
に
被
災
し
た
企
業
に
対
し
、
劣
後
ロ
ー
ン
や
優
先
株
等
を
活
用
し
た
ニ
ュ
ー
マ
ネ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
本
格
復

興
ま
で
継
続
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
復
興
フ
ァ
ン
ド
で
あ
り
、
二
〇
一
一
年
八
月
三
日
に
設
立
さ
れ
た
。
フ
ァ
ン
ド
の

規
模
は
五
〇
億
円
、
運
営
者
は
東
北
復
興
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
、
期
間
存
続
期
間
一
〇
年
（
た
だ
し
、
五
年
以
内
の
延
長
を
行
う
こ
と
も

あ
る
）、
投
資
期
間
三
年
（
た
だ
し
、
二
年
以
内
の
延
長
を
行
う
こ
と
も
あ
る
）
と
な
っ
て
い
る
（
29
）。

フ
ァ
ン
ド
の
ス
キ
ー
ム
は
、
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
同
フ
ァ
ン
ド
の
第
一
号
案
件
は
、
株
式
会
社
ダ
イ
ユ
ー
エ
イ
ト
（
本
社：

福
島
市
）
で
あ
り
、
同
社
は
、
福
島
県
を
中
心

に
宮
城
県
・
山
形
県
・
新
潟
県
・
栃
木
県
・
茨
城
県
に
お
い
て
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
六
七
店
舗
を
経
営
し
て
い
た
が
、
震
災
の
影

響
に
よ
り
一
部
店
舗
が
営
業
休
止
と
な
る
も
の
の
、
復
旧
・
復
興
に
不
可
欠
な
生
活
必
需
品
等
の
安
定
供
給
に
、
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
同
フ
ァ
ン
ド
は
投
融
資
の
実
行
を
決
定
し
た
（
30
）。

こ
れ
以
外
に
は
、
投
資
案
件
と
し
て
は
、
常
磐
興
産
（
福
島

県
い
わ
き
市
、
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
を
中
核
事
業
と
す
る
東
証
一
部
上
場
企
業
）、
融
資
案
件
と
し
て
は
栄
楽
館
（
福
島

県
郡
山
市
、
国
際
観
光
旅
館
経
営
）、
木
村
管
工
（
福
島
県
双
葉
郡
、
配
管
等
工
事
業
者
）、
い
わ
き
市
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
（
福
島

（24）



県
い
わ
き
市
、
観
光
施
設
「
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
」
運
営
）、
末
廣

酒
造
（
福
島
県
会
津
若
松
市
、
清
酒
蔵
元
）
融
資
、
青
木
商
店

（
福
島
県
郡
山
市
、
フ
ル
ー
ツ
加
工
・
販
売
）、
ト
ー
ニ
チ
（
福

島
県
福
島
市
、
冷
凍
デ
ザ
ー
ト
類
の
製
造
・
販
売
事
業
者
）、
さ

ら
に
坪
井
病
院
（
福
島
県
郡
山
市
、
医
療
機
関
）
に
対
し
て
は

資
本
性
劣
後
ロ
ー
ン
お
よ
び
シ
ニ
ア
ロ
ー
ン
を
提
供
し
て
い
る
（
31
）。

地
方
銀
行
と
日
本
政
策
投
資
銀
行
と
が
連
携
し
た
フ
ァ
ン
ド

と
し
て
は
、
ふ
く
し
ま
応
援
フ
ァ
ン
ド
以
外
に
、
岩
手
元
気
い

っ
ぱ
い
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
（
二
〇
一
一
年
八
月
三
日
設

立
、
総
額
五
〇
億
円
、
無
限
責
任
組
合
員：
東
北
復
興
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
、
有
限
責
任
組
合
員：

日
本
政
策
投
資
銀
行
・
岩
手
銀

行
）、
み
や
ぎ
復
興
ブ
リ
ッ
ジ
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
（
二
〇

一
一
年
八
月
三
一
日
設
立
、
総
額
五
〇
億
円
、
無
限
責
任
組
合

員：

東
北
復
興
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
、
有
限
責
任
組
合
員：

日
本
政

策
投
資
銀
行
・
七
十
七
銀
行
）、
い
ば
ら
き
絆
投
資
事
業
有
限
責

任
組
合
（
二
〇
一
一
年
九
月
三
〇
日
設
立
、
総
額
五
〇
億
円
、

無
限
責
任
組
合
員：

Ｓ
Ｆ
Ｊ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
日
本
政
策
投
資

銀
行
の
一
〇
〇
％
子
会
社
）、
有
限
責
任
組
合
員：

日
本
政
策
投

（25）

図表４－２　ふくしま応援ファンドのスキーム

（出所）東邦銀行「株式会社日本政策投資銀行との共同による東日本大震災復興ファンドの組成につ
いて」2011年8月2日、参照。http://www.tohobank.co.jp/release/date/23-0802.html

GP：無限責任組合員
!東北復興パートナーズ

企　業

ふくしま応援ファンド
投資事業有限責任組合

LP：有限責任組合員
!日本政策投資銀行

100％出資

出資

投資家
（劣後ローン・優先株等）

出資

LP：有限責任組合員
!東邦銀行

出資



資
銀
行
・
常
陽
銀
行
）
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
ス
キ
ー
ム
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

（
４
）
信
金
・
信
組
の
取
組

信
金
中
央
金
庫
は
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
九
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
、
被
災
地
域
で
再
生
に
取

り
組
む
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
の
フ
ァ
ン
ド
「
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
し
ん
き
ん
の
絆
」
を
設
立
し
た
。
同
フ
ァ
ン
ド
の
出

資
規
模
は
五
〇
億
円
以
内
、
有
限
責
任
組
合
員
と
し
て
信
金
中
央
金
庫
が
出
資
し
、
フ
ァ
ン
ド
の
運
営
は
、
信
金
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式

会
社
（
信
金
中
央
金
庫
の
一
〇
〇
％
子
会
社
）
が
行
う
。
フ
ァ
ン
ド
の
存
続
期
間
は
一
二
年
間
（
必
要
に
応
じ
最
大
三
年
間
の
延
長

を
行
う
こ
と
も
あ
る
）
で
、
投
資
先
は
、
東
北
三
県
（
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
）
を
中
心
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

域
に
所
在
す
る
信
用
金
庫
取
引
先
の
中
小
企
業
で
あ
り
、
投
資
形
態
は
劣
後
ロ
ー
ン
、
優
先
株
式
等
と
な
っ
て
い
る
。
同
フ
ァ
ン
ド

の
特
徴
は
、
被
災
地
域
の
中
小
企
業
に
対
し
て
、
信
用
金
庫
が
従
来
か
ら
の
取
引
関
係
を
維
持
し
た
ま
ま
、
継
続
的
な
支
援
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
資
本
性
資
金
を
直
接
供
給
す
る
ス
キ
ー
ム
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
信
用
金
庫
業
界

の
強
み
で
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
全
国
の
信
用
金
庫
が
有
す
る
企
業
再
生
の
実
務
的
な
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
や
取

引
先
の
紹
介
な
ど
の
経
営
支
援
を
行
う
（
32
）。

フ
ァ
ン
ド
の
ス
キ
ー
ム
は
、
図
表
４
―
３
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
状
況
は
、
信
金
毎
に
、
宮
古
信
用
金
庫
一
先
（
ガ
ス
業
）、
杜
の
都
信
用
金
庫
二
先
（
運
輸
業
、
食
料

製
造
業
）、
石
巻
信
用
金
庫
六
先
（
運
輸
業
、
情
報
通
信
業
、
食
料
製
造
業
、
飲
食
業
等
）、
仙
南
信
用
金
庫
二
先
（
物
品
賃
貸
業
、

土
石
業
）、
気
仙
沼
信
用
金
庫
二
先
（
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業
、
食
料
製
造
業
）、
あ
ぶ
く
ま
信
用
金
庫
二
先
（
食
料
製
造
業
、
土
石
業
）、

二
本
松
信
用
金
庫
一
先
（
食
料
製
造
業
）
の
合
計
一
六
先
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
五
日
現
在
）
（
33
）。

（26）



（
５
）
フ
ァ
ン
ド
等
の
取
組

ま
ず
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
は
、
二
〇
一
一

年
四
月
二
五
日
、「
セ
キ
ュ
リ
テ
被
災
地
応
援
フ
ァ
ン
ド
」
を

設
立
し
た
。
こ
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
日
本
全
国
の
個
人
か
ら
応
援

金
（
寄
付
）
と
出
資
金
を
組
み
合
わ
せ
て
資
金
を
募
り
、
復
興

に
向
け
た
直
接
的
な
事
業
費
に
充
て
る
も
の
で
、
一
口
一
万
円

の
う
ち
、
五
〇
〇
〇
円
を
応
援
金
（
寄
付
）、
五
〇
〇
〇
円
を

出
資
金
と
す
る
（
別
途
、
出
資
金
に
関
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
手
数
料
五
〇
〇
円
／
口
）
（
34
）。

同
フ
ァ
ン
ド

は
、
被
災
企
業
の
事
業
ご
と
に
一
フ
ァ
ン
ド
が
設
定
さ
れ
、
出

資
者
は
応
援
先
企
業
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
て
出
資
を
行
う
点

が
特
徴
で
あ
る
（
35
）。

な
お
、
現
時
点
で
の
募
集
総
額
約
一
一
・
三

億
円
、
調
達
金
額
一
〇
億
円
、
参
加
人
数
二
万
七
七
五
一
名
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
募
集
完
了
三
四
フ
ァ
ン
ド
、
募
集
中
五

フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
（
二
〇
一
三
年
九
月
二
一
日
現
在
）
（
36
）。

次
に
、
東
北
共
益
投
資
基
金
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
二

日
、
一
般
社
団
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
同
基
金
は
、
公
益

社
団
法
人C

ivic
F

orce

か
ら
の
寄
付
金
二
億
円
を
含
め
、
目
標

（27）

図表４－３　投資事業有限責任組合しんきんの絆のスキーム

（出所）信金中央金庫「復興支援ファンド「しんきんの絆」の設立について」2011年11月４日、http:
//www.shinkin-central-bank.jp/pdf/fukkousien2311.pdf#search='%E3%81%97%E3%82%93
%E3%81%8D%E3%82%93%E3%81%AE%E7%B5%86'

被災地域以外の
信用金庫

信金キャピタル
【無限責任組合員】

被災地域の
信用金庫

連携
（投資先推薦）

信金中央金庫
【有限責任組合員】

投資事業
有限責任組合
しんきんの絆
【仮称】

①出資

②資本供給

（注）中小企業基盤整備機構等の外部機関が
　　　提供するノウハウも活用

④実務スキル提供
③資金繰り支援

中小企業

中小企業

③経営支援（注）

①出資・運営



総
額
五
億
円
の
寄
付
金
を
集
め
た
上
で
、
被
災
地
に
新
し
い
地
域
経
済
を
創
る
中
核
事
業
者
（
団
体
）
へ
の
「
共
益
投
資
」
を
積
極

的
に
行
い
、
五
年
後
を
め
ど
に
地
元
に
資
本
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
償
還
さ
れ
る
資
金
を
、
震
災
支
援
を
続
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
助
成

金
と
し
て
再
投
資
す
る
計
画
で
あ
る
（
37
）。

な
お
、
被
災
地
企
業
へ
の
投
資
と
し
て
は
、
一
一
案
件
二
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、

内
容
は
私
募
債
引
受
ま
た
は
出
資
で
あ
り
、
大
半
の
案
件
で
は
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
（
38
）。

さ
ら
に
、
寄
付
を
原
資
と
し
た
同
様
の
取
組
と
し
て
は
、
二
〇
一
三
年
二
月
一
四
日
、
気
仙
沼
市
、
気
仙
沼
信
用
金
庫
、
三
菱
商

事
復
興
支
援
財
団
が
共
同
で
設
立
し
た
、
気
仙
沼
き
ぼ
う
基
金
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
財
団
が
資
金
支
援
し
、
自
立
的
経
営
を
実
現

し
た
気
仙
沼
市
内
の
事
業
者
か
ら
、
同
財
団
が
得
る
配
当
収
入
を
同
基
金
に
寄
付
し
、
こ
れ
を
原
資
に
同
基
金
が
地
域
産
業
へ
再
投

資
を
行
う
と
い
う
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
（
39
）。

ま
と
め

以
上
、
本
稿
で
は
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
関
連
の
フ
ァ
ン
ド
の
取
組
を
概
観
し
た
。
震
災
後
、
政
府
、
民
間
、
官
民
な
ど
様
々

な
主
体
に
よ
っ
て
、
種
々
の
フ
ァ
ン
ド
が
設
立
・
運
営
さ
れ
、
関
係
者
の
尽
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か

し
、
筆
者
が
現
地
で
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
限
り
で
は
、
復
興
関
連
の
金
融
支
援
が
多
数
導
入
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ

ら
の
取
組
の
内
容
や
特
徴
な
ど
が
必
ず
し
も
被
災
地
域
の
事
業
者
な
ど
に
十
分
周
知
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
今
後
は
よ
り
周

知
性
を
高
め
る
工
夫
や
仕
組
み
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
よ
う
な
仕
組
み
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
情
報
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
、
複
数
の
金
融
ス
キ
ー
ム
を
組
み
合
わ
せ
る
よ
う
な
金
融
支
援
が
容
易
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
。そ

の
上
で
、
今
後
以
下
の
点
が
検
討
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
金
融
支
援
の
取
組
が
東
日
本
大
震
災
の
復

（28）



旧
・
復
興
に
と
っ
て
、
量
的
・
質
的
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
稿
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
被
災
地
を

対
象
と
し
た
様
々
な
金
融
支
援
の
ス
キ
ー
ム
が
導
入
さ
れ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
は
相
当
な
資
金
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
資
金
需
要
に
十
分
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
点
は
、
今
後
の
復
旧
・
復

興
の
進
展
状
況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
被
災
企
業
も
そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
性
が
あ
り
、
フ
ァ
ン
ド
の
ス
キ
ー
ム
や
マ

ン
パ
ワ
ー
が
そ
れ
に
十
分
対
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
域
経
済
全

体
が
多
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
被
っ
て
お
り
、
地
域
の
面
的
な
再
生
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

事
業
再
生
は
、
比
喩
と
し
て
、
砂
漠
に
行
き
倒
れ
た
旅
人
の
救
済
に
似
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
行
き
倒
れ
に
な
っ
た
旅

人
を
助
け
る
に
は
、
①
水
分
補
給
、
②
栄
養
補
給
、
③
荷
物
の
軽
減
、
④
適
切
な
進
路
提
示
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ど
れ
を
欠
い
て
も

窮
境
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
よ
う
に
、
事
業
再
生
に
お
い
て
も
①
短
期
資
金
供
給
、
②
資
本
増
強
、
③
負
債
軽
減
、
④
事
業
計
画
策
定

が
不
可
欠
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
に
お
い
て
は
、
単
に
金
融
ス
キ
ー
ム
の
充
実
だ
け
で
な
く
、
被
災
地
域
全
体
の
長
期

的
か
つ
持
続
可
能
な
復
旧
・
復
興
プ
ラ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。

＊
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
金
融
庁
・
石
田
晋
也
氏
、
同
・
梶
原
耕
太
郎
氏
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
・
豆
谷
篤
氏
、
同
・
齋
藤
睦
樹
氏
、

ふ
く
し
ま
成
長
育
成
フ
ァ
ン
ド
・
吉
田
正
氏
、
地
域
共
創
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
坂
本
忠
弘
氏
、
東
北
共
益
投
資
基
金
・
吉
田
哲
也
氏
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
小
松
真
実
氏
、
同
・
神
谷
亘
氏
、
福
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
・
天
野
次
宣
氏
、
福
島
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン

タ
ー
・
佐
藤
和
夫
氏
、
同
・
高
橋
和
弘
氏
、
そ
の
ほ
か
関
係
者
各
位
か
ら
貴
重
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（29）
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１
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復
興
庁
「
復
興
の
現
状
と
取
組
」、
二
〇
一
三
年
七
月
二
日
、http://w

w
w

.reconstruction.go.jp/topics/m
ain-cat7/sub-cat7-

1/20130704_sanko01.pdf

な
お
、
数
字
は
二
〇
一
三
年
六
月
一
〇
日
現
在
。

（
２
）

復
興
庁
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
害
額
の
推
計
に
つ
い
て
」、
二
〇
一
一
年
六
月
二
四
日
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（
３
）

復
興
庁
、
前
掲
、
な
お
、
数
字
は
二
〇
一
三
年
六
月
六
日
現
在
。

（
４
）

復
興
庁
、
前
掲
、
な
お
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
と
は
、
移
転
を
伴
う
再
建
で
あ
り
、
被
災
宅
地
の
公
的
買
い
上
げ
と
高
台
へ
の
移
転

を
指
す
。
土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、
地
盤
の
嵩
上
げ
を
基
本
と
し
た
現
地
で
の
再
建
で
あ
り
、
区
画
を
整
え
、
住
宅
地
・
公
共
施
設
を

整
備
す
る
こ
と
に
加
え
、
地
盤
を
嵩
上
げ
す
る
事
業
で
あ
る
。
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
と
は
、
住
宅
取
得
困
窮
者
に
対
し
て
公
営
住
宅

を
整
備
す
る
事
業
を
指
す
。

（
５
）

「
東
日
本
震
災
二
年
半
　
街
再
建
は
遅
い
歩
み
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
九
月
一
一
日
、
二
八
面
、
な
ど
。

（
６
）

環
境
省
除
染
情
報
サ
イ
ト
「
現
行
の
除
染
計
画
等
に
つ
い
て
　
市
町
村
除
染
の
進
捗
状
況
」
に
よ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
割
合
は
、
実
績

割
合
（
実
績
数
／
予
定
数
）
で
あ
る
。http://josen.env.go.jp/zone/index.htm

l

（
７
）

首
相
官
邸
Ｈ
Ｐ
「
野
田
内
閣
総
理
大
臣
記
者
会
見
」
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
六
日
。

http://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/noda/statem

ent/2011/1216kaiken.htm
l

（
８
）

内
閣
官
房
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
「
二
重
債
務
問
題
へ
の
対
応
方
針
」
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
一
年
六
月
一
七
日
）
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http://w
w

w
.cas.go.jp/jp/siryou/nijusaim

u.htm
l

（
９
）

い
わ
ゆ
る
「
二
重
債
務
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
定
義
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
既
往
債
務
が
負
担
と
な
っ
て
新
規
資
金
調
達
が
困

難
と
な
る
等
の
問
題
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
重
債
務
問
題
を
対
象
と
し
た
研
究
と
し
て
、
内
田
浩
史
・
植
杉
威
一
郎
・
小
野
有
人
・

細
野
薫
・
宮
川
大
介
「
経
済
学
的
視
点
か
ら
見
た
二
重
債
務
問
題
」『
金
融
経
済
研
究
』
第
三
四
号
、
二
〇
一
二
年
四
月
、
参
照
。

http://w
w

w
.jsm

ew
eb.org/kinyu/pdf/journal/full-paper34jp-uchida.pdf#

search=
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（
10
）

「
三
党
合
意
」
の
内
容
は
、
以
下
参
照
。
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w
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（
11
）

株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
法
案
の
審
議
過
程
に
つ
い
て
は
、
藤
井
一
哉
「
二
重
債
務
問
題
の
解
決
策
構
築
に
向
け

た
国
会
論
議
―
株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
法
案
―
」『
立
法
と
調
査
』
Ｎ
ｏ．

三
二
一
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
に

詳
し
い
。
ま
た
、
同
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
滝
川
雄
一
「『
株
式
会
社
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
法
』
の
概
要
」『
金
融
法

務
事
情
』
Ｎ
ｏ．

一
九
三
九
、
二
〇
一
二
年
二
月
一
〇
日
、
に
詳
し
い
。

（
12
）

産
業
復
興
機
構
の
根
拠
法
は
、
以
下
で
あ
る
。「
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
平
成
十
一
年
八
月

十
三
日
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
十
七
条
「
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
は
、
中
小
企
業
の
活
力
の
再
生
を
支
援
す
る
た

（31）



め
、
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
（
事
業
再
構
築
、
経
営
資
源
再
活
用
、
資
源
生
産
性
革
新
及
び
中
小
企
業
承
継
事
業
再
生
を
行
う
事
業
者

に
対
す
る
資
金
供
給
を
行
う
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
第
七
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
投
資
事
業
有
限
責
任
組

合
」
と
い
う
。）
で
あ
っ
て
中
小
企
業
に
対
す
る
投
資
事
業
を
行
う
も
の
に
対
す
る
当
該
投
資
事
業
に
必
要
な
資
金
の
出
資
の
業
務
を
行
う
。」

（
13
）

「
復
興
核
心
を
聞
く
（
３
）
支
援
相
談
、
心
理
的
な
壁
―
震
災
支
援
機
構
専
務
荒
波
辰
也
氏
」『
日
本
経
済
新
聞
』（
地
方
経
済
面
　
東
北
）、

二
〇
一
三
年
三
月
一
五
日
、
参
照
。

（
14
）

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
「
ふ
く
し
ま
産
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
（
福
島
県
）
の
概
要
」
二
〇
一
〇
年
八
月
二
〇
日
、http://w

w
w

.sm
rj.go.

jp/keiei/dbps_data/_m
aterial_/com

m
on/chushou/b_keiei/chiikishigen/pdf/fukushim

a_gaiyou.pdf#
search=
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、
参
照
。

（
15
）

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
「
ふ
く
し
ま
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン
ド
（
福
島
県
）
の
概
要
」
二
〇
一
〇
年
八
月
二
〇
日
、http://w

w
w

.sm
rj.

go.jp/keiei/dbps_data/_m
aterial_/com

m
on/chushou/b_keiei/chiikishigen/pdf/fukushim

a-nsk-gaiyou.pdf

、
参
照
。

（
16
）

う
つ
く
し
ま
未
来
フ
ァ
ン
ド
の
設
立
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
以
前
で
あ
り
、
厳
密
に
は
震
災
復
興
支
援
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
フ

ァ
ン
ド
と
は
言
え
な
い
が
、
福
島
県
下
の
中
小
企
業
再
生
を
目
的
と
し
て
お
り
、
復
興
支
援
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
こ
こ
に
取
り

あ
げ
た
。

（
17
）

あ
お
ぞ
ら
銀
行
「
東
北
地
域
初
の
中
小
企
業
再
生
官
民
フ
ァ
ン
ド
「
う
つ
く
し
ま
未
来
フ
ァ
ン
ド
」
の
組
成
に
つ
い
て
」、
二
〇
一
〇
年
五

月
二
四
日
、
参
照
。

http://w
w

w
.aozorabank.co.jp/about/new

srelease/2010/article/10052401_n.htm
l

（
18
）

東
邦
銀
行
「
東
邦
銀
行
に
お
け
る
事
業
再
生
支
援
」
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
七
日
、
一
七
ペ
ー
ジ
、
参
照
。
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http://w
w

w
.boj.or.jp/announcem

ents/release_2012/data/rel121226a4.pdf#
search=

'%
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E

3%
83%

89'
（
19
）

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
「
中
小
企
業
成
長
支
援
フ
ァ
ン
ド
『
東
日
本
大
震
災
中
小
企
業
復
興
支
援
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
』
の
組
成

に
つ
い
て
」
二
〇
一
二
年
一
月
三
一
日
、http://w

w
w

.sm
rj.go.jp/fund/chosa_joho/press/064868.htm

l

お
よ
び
東
邦
銀
行
「
東
日

本
大
震
災
中
小
企
業
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
に
つ
い
て
」
二
〇
一
二
年
六
月
二
九
日
、http://w

w
w

.tohobank.co.jp/release/

date/24-0629-2.htm
l

、
参
照
。

（
20
）

七
十
七
銀
行
「
東
日
本
大
震
災
中
小
企
業
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
に
お
け
る
第
一
号
投
資
決
定
に
つ
い
て
（
株
式
会
社
マ
ル
ヤ
五
洋
水
産
）」

二
〇
一
二
年
三
月
二
八
日
、http://w
w

w
.77bank.co.jp/pdf/new

srelease/1203280_m
ry.pdf#

search=
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お
よ
び
大
和
企
業
投
資
「
東
日
本
大
震
災
中
小
企
業
復
興
支
援

フ
ァ
ン
ド
に
お
け
る
投
資
決
定
の
お
知
ら
せ
」
二
〇
一
二
年
三
月
二
八
日
、http://w

w
w

.daiw
a-grp.jp/data/current/press-3143-

attachm
ent.pdf#

search=
'%

E
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%
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%
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A
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D

'

参
照
。
な
お
、
後
者
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
株
式
会
社
富
士
工
業
は
、
プ
レ
ス
加
工
お
よ
び
金
型
の
製
造

を
行
っ
て
お
り
、
携
帯
電
話
用
コ
ネ
ク
タ
端
子
（
電
子
回
路
を
結
ぶ
接
続
部
品
）
を
主
要
製
品
と
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

岩
手
県
宮
古
市
に
所
在
し
た
主
力
工
場
が
全
壊
し
、
製
造
設
備
も
流
失
す
る
被
害
を
蒙
っ
た
が
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
活
用
等
に
よ
り
新

宮
古
工
場
を
再
建
し
、
二
〇
一
二
年
三
月
よ
り
操
業
を
再
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
株
式
会
社
マ
ル
ヤ
五
洋
水
産
は
、
南
三
陸
産
の
ア
ワ
ビ
、

メ
カ
ブ
等
を
取
扱
う
水
産
加
工
業
者
で
あ
る
。
活
ア
ワ
ビ
の
取
扱
高
は
国
内
有
数
で
全
国
の
卸
市
場
に
供
給
し
て
お
り
、
乾
燥
ア
ワ
ビ
は
、
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高
品
質
な
加
工
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
、「
五
星
牌
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
国
内
外
に
お
い
て
高
い
評
価
を
獲
得
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
活
ア
ワ
ビ
の
畜
養
場
、
メ
カ
ブ
加
工
工
場
等
が
被
災
し
、
商
品
の
他
、
工
場
設
備
の
流
失
被
害
を
蒙
っ
た
が
、
懸
命
な
復
旧
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
か
ら
活
ア
ワ
ビ
の
仕
入
れ
・
市
場
へ
の
供
給
を
再
開
し
て
い
る
。

（
21
）

福
島
県
「
ふ
く
し
ま
地
域
産
業
六
次
化
復
興
フ
ァ
ン
ド
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
」
二
〇
一
三
年
五
月
一
〇
日
、http://w

w
w

.

6jika.com
/new

s/n2/1867.htm
l

、
参
照
。

（
22
）

『
日
本
農
業
新
聞
』
二
〇
一
三
年
六
月
四
日
、
参
照
。

（
23
）

新
生
銀
行
「『
ふ
く
し
ま
成
長
産
業
育
成
フ
ァ
ン
ド
』
へ
の
投
資
に
つ
い
て
」
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
二
日
、http://w

w
w

.shinseibank.

com
/investors/com

m
on/new

s/pdf/pdf2012/121012fukushim
a_fund_j.pdf#

search=
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参
照
。

（
24
）

新
生
銀
行
「『
ふ
く
し
ま
成
長
産
業
育
成
フ
ァ
ン
ド
』
第
一
号
案
件
の
実
行
に
つ
い
て
」
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
八
日
、http://w

w
w

.

shinseibank.com
/investors/com

m
on/new

s/pdf/pdf2012/121228fukushim
a_fund_j.pdf#

search=
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、
参
照
。
な
お
、
同
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
に
よ
る
と
、C

Y
B

E
R

D
Y

N
E

社
は
、
筑
波
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
系
の
研
究
成
果
の
実
用
化
を
目
的
に
、
つ
く
ば
市
に
平
成
一
六

年
六
月
に
設
立
さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
、
そ
の
研
究
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」
�
の
研
究
開
発
・
製

造
・
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
社
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
の
平
成
二
三
年
一
一
月
に
福
島
県
の
地
域
振
興
の
一
環
と
し
て
福
島
県

郡
山
市
に
新
た
な
事
業
所
を
開
設
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
特
に
製
品
開
発
面
に
お
い
て
同
事
業
所
の
業
容
を
積
極
的
に
拡
大
し
て
い
る
こ
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と
か
ら
、
ふ
く
し
ま
成
長
産
業
育
成
フ
ァ
ン
ド
は
、
同
県
の
復
興
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
る
と
し
て
、
同
社
を
投
資
対
象
と
し
て
選
定
い

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ふ
く
し
ま
成
長
産
業
育
成
フ
ァ
ン
ド
で
は
、C

Y
B

E
R

D
Y

N
E

社
の
株
式
取
得
を
通
じ
て
同
社
へ
の
実
践
的
な
支
援

を
通
じ
てC

Y
B

E
R

D
Y

N
E

社
の
事
業
展
開
へ
の
貢
献
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
25
）

野
村
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
、http://w

w
w

.nom
ura-am

.co.jp/corporate/press/

、
参
照
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
リ
リ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
第
一
〜
四
期
（
半
年
）
の
寄
付
金
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
五
〇
〇
万
円
、
四
九
〇
〇
万
円
、
三
八
〇
〇
万
円
、
三

三
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
寄
付
先
は
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
仙
台
市
の
ほ
か
震
災
孤
児
の
生
活
・
学
業
支
援
を

行
う
基
金
等
で
あ
る
。

（
26
）

野
村
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
「
東
日
本
復
興
支
援
債
券
フ
ァ
ン
ド
一
一
〇
五
第
四
期
（
二
〇
一
三
年
五
月
七
日
決
算
）
運
用
報
告
書
」

お
よ
び
「
東
日
本
復
興
支
援
債
券
マ
ザ
ー
フ
ァ
ン
ド
　
第
二
期
（
二
〇
一
二
年
五
月
八
日
〜
二
〇
一
三
年
五
月
七
日
）
運
用
報
告
書
」、

http://w
w

w
.nom

ura-am
.co.jp/fund/annual_gen/R

1132043.pdf

、
参
照
。

（
27
）

大
和
証
券
株
式
会
社
・
大
和
証
券
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ツ
株
式
会
社
「『
ダ
イ
ワ
・
ニ
ッ
ポ
ン
応
援
フ
ァ
ン
ドV

ol.3

―
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
ジ
ャ
パ
ン
―
』
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
に
信
託
報
酬
の
一
部
を
寄
付
」
二
〇
一
一
年
四
月
二
二
日
、
参
照
。
寄
付
先
は
、
認
定
特
定

非
営
利
活
動
法
人
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）
の
「
東
日
本
大
震
災
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
応
援
基
金
（
特
定
助
成
）」

で
あ
り
、
同
基
金
を
通
じ
て
災
害
孤
児
、
障
が
い
者
、
難
病
患
者
や
高
齢
者
、
生
活
困
窮
者
な
ど
の
災
害
弱
者
や
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し

づ
く
り
に
か
か
わ
る
現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
を
助
成
し
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
生
活
再
建
を
応
援
す
る
。
具
体
的
な
助
成
先
に
つ

い
て
は
、
毎
年
公
募
の
中
か
ら
「
特
定
助
成
選
考
委
員
会
」
が
決
定
し
、
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
し
て
、
随
時

公
表
す
る
。http://w

w
w

.daiw
a-grp.jp/data/current/press-2980-attachm

ent.pdf

、
参
照
。

な
お
、
直
近
の
運
用
報
告
書
に
よ
る
と
、
寄
付
金
額
は
、
一
年
目
約
七
七
一
四
万
円
、
二
年
目
約
四
九
八
七
万
円
で
あ
る
。http://w

w
w

.
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daiw
a.jp/products/fund/phoenix_japan/leaflet.pdf

、
参
照
。

（
28
）

日
興
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
「『
ふ
る
さ
と
紀
行
二
〇
二
〇
』
な
ど
の
委
託
者
報
酬
を
震
災
復
興
の
支
援
に
」
二
〇
一
一
年
四
月
一
四
日
、

参
照
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
対
象
フ
ァ
ン
ド
の
現
在
の
純
資
産
総
額
を
ベ
ー
ス
に
し
た
場
合
、
支
援
金
合
計
は
二
〇
〇
〇
万
円
程
度
と
な
る

見
込
み
で
あ
り
、
こ
の
支
援
金
で
、
復
興
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東
日
本
の
子
ど
も
た
ち
と
歩
も
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
す
る
。

http://w
w

w
.new

s2u.net/releases/84177

、
参
照
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
つ
い
て
は
、http://w

w
w

.new
s2u.net/releases/

98685
、
参
照
。

（
29
）

東
邦
銀
行
「
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
と
の
共
同
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
復
興
フ
ァ
ン
ド
の
組
成
に
つ
い
て
」
二
〇
一
一
年
八
月
二

日
、
参
照
。

http://w
w

w
.tohobank.co.jp/release/date/23-0802.htm

l

（
30
）

東
邦
銀
行
お
よ
び
日
本
政
策
投
資
銀
行
「（
株
）
東
邦
銀
行
と
（
株
）
日
本
政
策
投
資
銀
行
と
の
共
同
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
復
興
フ
ァ
ン

ド
に
お
け
る
第
一
号
案
件
の
投
融
資
決
定
に
つ
い
て
」
二
〇
一
一
年
一
〇
月
三
一
日
、
参
照
。

http://w
w

w
.tohobank.co.jp/release/date/23-1031.pdf#

search=
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（
31
）

東
邦
銀
行
お
よ
び
日
本
政
策
投
資
銀
行
発
表
の
各
案
件
に
関
す
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
よ
る
。

（
32
）

信
金
中
央
金
庫
「
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
「
し
ん
き
ん
の
絆
」
の
設
立
に
つ
い
て
」
二
〇
一
一
年
一
一
月
四
日
、http://w

w
w

.shinkin-

central-bank.jp/pdf/fukkousien2311.pdf#
search=

'%
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3%
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8D
%
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81%
A

E
%

E
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B
5%

86'

、
お
よ
び
、
信
金
中
央
金
庫
「
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
「
し
ん
き
ん
の
絆
」
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
」
二
〇
一
二
年
一
〇
月
五
日
、

http://w
w

w
.shinkin-central-bank.jp/pdf/kizuna241005.pdf#

search=
'%

E
3%

81%
97%

E
3%

82%
93%

E
3%

81%
8D

%
E

3%
82%

93

%
E

3%
81%

A
E

%
E

7%
B

5%
86'

、
参
照
。

（
33
）

前
掲
、
信
金
中
央
金
庫
「
復
興
支
援
フ
ァ
ン
ド
「
し
ん
き
ん
の
絆
」
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
」、
参
照
。

（
34
）

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
「
被
災
企
業
応
援
『
セ
キ
ュ
リ
テ
被
災
地
応
援
フ
ァ
ン
ド
』
立
ち
上
げ
の
お
知
ら
せ
」
二
〇
一
一
年

四
月
二
二
日
、http://w

w
w

.m
usicsecurities.com

/blog/com
m

unity_new
s.php?ba=

b10820a30501

、
参
照
。

（
35
）

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
応
援
先
企
業
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
の
一
社

で
あ
る
株
式
会
社
斉
吉
商
店
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）
か
ら
は
、「
本
当
に
言
葉
で
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
の
有
難
さ
で
す
。
応
援
い
た
だ
く

お
一
人
お
一
人
と
復
興
の
お
約
束
が
で
き
、
さ
ら
に
ず
っ
と
お
励
ま
し
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
間
違
い
な
く
大
き
な
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
」
と
い
う
お
礼
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
36
）

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ
Ｈ
Ｐ
、http://oen.securite.jp/

、
参
照
。

（
37
）

東
北
共
益
投
資
基
金
Ｈ
Ｐ
、http://w

w
w

.kyoueki.jp/inform
ation/inform

ation-16.htm
l

、
参
照
。

（
38
）

東
北
共
益
投
資
基
金
「
宮
城
県
石
巻
市
の
事
業
者
に
よ
る
太
陽
光
発
電
事
業
『
再
生
の
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
支
援
」
二
〇
一
三
年
七
月

一
日
、http://w

w
w

.kyoueki.jp/inform
ation/docs/2013%

E
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B
9%
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83%
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E
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%
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E
3%

83%
A

A
%

E
3%

83%
A

A
%

E
3%

83%
B

C
%

E
3%

82%
B

9.pdf

、
参
照
。

（
39
）

三
菱
商
事
復
興
支
援
財
団
「『
気
仙
沼
き
ぼ
う
基
金
』
の
設
立
に
つ
い
て
」、
二
〇
一
三
年
二
月
一
四
日
、http://w

w
w

.m
itsubishicorp-

foundation.org/press/2013021401.htm
l

、
参
照
。

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
客
員
研
究
員
）
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